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きづいたことや わかったことを かこう。

くわしく みよう。スケッチ しよう。なまえは？

4まい

6まい

　まい 　まい

5まい

ほかに なんまいの はなが ありましたか？　スケッチ しよう。

【評価の観点】子どもの観察の視点（形、色、大きさ）に注目し、
気付いたことやわかったことの広がりや深まりを評価する。

メマツヨイグサ（マツヨイグサ）
薄暗くなってから花が開く。江戸末期以降に
日本に入る。月見草と呼ばれている。
【撮影】せら夢公園入口付近。

セイヨウアジサイ（アジサイ）
枝先に装飾花が多数球状に集まって付く。日本
に古くからあるアジサイが、ヨーロッパにわたっ
て品種改良され、戦後、逆輸入された。

ユウスゲ
ユリ科。花は夕方から開き初め、真夜中に満
開になり、朝日が昇る頃にはしぼみ始める。
畦やため池の土手などに生える。
【撮影】せら夢公園内。

コオニユリ
鱗茎（球根）は食用となる。湿地の周辺や湿
った草地に生える。
【撮影】せら夢公園内。

ムラサキツユクサ
花は早朝に開いて、午後にはしぼむ。北
アメリカ原産。株分けによって広まり、
野生化しているものもある。

トケイソウ
花の形を時計の文字盤に見立てて、時計
草と呼ばれる。ブラジル原産のつる性の
多年草。花弁と萼は白または淡紅色。青
紫色の糸状のものは副萼。オシロイバナ

白粉花と書く。花が夕方咲くので、ユウゲシ
ョウ（夕化粧）の名もある。果実は球形で黒
く熟し、なかには白粉状の胚乳がある。

ニチニチソウ
日光を好み、暑さと乾燥に強い。一つ一つの
花の命は短いが、新しい花が次々咲く。多年
草だが、日本では冬越しできないため、１年
草として植える。

イモカタバミ（カタバミ）
カタバミ科。本州の中部以南に帰化。夕方に
なると小葉が閉じて、一方が欠けたように見
えることから、カタバミという名が付いたと
いわれている。
【撮影】せら夢公園内。

キキョウ
秋の七草の一つであるアサガオは、キキョウ
のことといわれている。野生のものは全国的
に少なくなっているが、世羅台地では今でも
見られる。
【撮影】せら夢公園入口付近。

4まい

6まい

3まい 10まい

5まい

形
花びらの形
　○丸い・とがった
　○分かれている・分かれて
　　いない
花の形
　○漏斗型・鐘型・壺型・
　　高杯型・唇型・蝶型など

色
花びらの色
　○赤、青、黄、白など
花びらの濃淡
　○濃い・薄い
　○鮮やか・鮮やかでない
花びらの模様
　○縞、斑点など

大きさ
○大きい・小さい


